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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は「グローバル都市気象学のための都市地表面データの構築とその適用」と題し，全 8 章よ
り構成されている． 
 第 1 章「序論」では，本論の研究背景について言及すると共に，都市気象学やグローバル都市気象
学の既存研究についてレヴィユーし，都市地表面情報のグローバル展開についての問題点などを述べ，
本研究の目的，構成内容について明らかにしている． 
 第 2 章「理論的背景」では，気象モデルに使用される都市モデルの説明を行なっている．また，都
市モデルで用いられる都市地表面パラメータ（平均建物高さ Have，建蔽率 λp，フロンタルエリアデン
シティ λf）の定義と，算出手法について述べている． 
 第 3 章「地表面パラメータの全球データ構築手法」では，第 2 章で述べた地表面パラメータの全球
データの構築手法，すなわち，詳細な建物情報から算出した建物形態パラメータを学習データとし，
入手可能な各種全球データ（人口密度・常夜灯・GDP・不浸透面積率）から半経験的に建物形態パラ
メータを推定する手法について述べている． 
 第 4 章「2 都市の建物情報から回帰した全球都市地表面データの構築」では，全球都市地表面データ
の構築を行なっている．具体的には，第 2 章の算出手法を用いて，日本とイスタンブールの 3 次元建
物情報から回帰式を算出している． 
第 5 章「複数都市の建物情報から回帰した全球都市地表面データの構築」では，全球都市地表面デ

ータの構築を行なっている．具体的には，第 2 章の算出手法を用いて，東京とイスタンブール，ニュ
ーヨーク，ジャカルタ，メルボルン，パリ，台北の 3 次元建物情報から回帰式を算出している．  
 第 6 章「全球都市地表面データの精度検証」では，ベルリン，シンガポール，大阪の建物情報から
算出した幾何パラメータと全球地表面データの比較を行い，相関関係や空間分布の違いについて議論
を行っている．推定された各建物パラメータは検証データと良い相関があるが，都心の建物パラメー
タが過大評価される傾向は各都市のローカルな建築基準等を考慮していないことに起因していること
を示している．また，37 のメガシティの都市地表面データの統計量を比較検討している． 
 第 7 章「全球都市地表面データの気象モデルへの適用」では，ジャカルタを対象として，本論で構
築した地表面データを用いた計算と，現行のデフォルトの都市モデルを用いた計算で，気象再現性の
比較を行っている．地表面データを用いた計算では，都市域の風速精度に著しい改善が見られている．
次に，カラチ，ジャカルタ，ダッカ，ニューデリー，ムンバイを対象に，都市温暖化影響の解析を行
っている．その際，本論で構築した地表面データを用いた計算と，都市域を植生に変えた計算を行い，
都市温暖化影響について議論している．都市温暖化は各都市の気候帯や立地に強く依存することを明
らかにしている．海岸立地の都市では昼夜共に都市域の気温が高くなるが，乾燥帯では日中，負の都
市温暖化（クールアイランド）が見られることを見出している． 
 第 8 章「結論」では，本研究成果及び，本データの使用限界，今後の課題について記述している． 
 以上より，本論文では入手可能な各種全球データ（人口密度・常夜灯・GDP・不浸透面積率）から
半経験的に建物形態パラメータを推定する手法を構築し，またそのデータを気象モデルに導入するこ
とにより，感度分析や複数都市の都市温暖化影響の比較及び解析を行ったものである．それは都市気
象学・都市計画分野，また気候変動の将来シナリオ作成に提言を与えることが期待され，工学上高く
評価される．よって，博士(工学)として価値が十分あるものと認められる． 
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